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はじめに 
 

 本書で説明しているプリンタドライバ画面は、特に断りがない限り MR400e、SR400 シリーズを使

用しています。そのため、実際にお使いになるプリンタ機種によっては、画面構成が異なる場合が

ありますので、ご了承ください。 

 なお、WindowsNT4.0 は、マイクロソフト社のサポートが終了しておりますので、プリンタドライバは

提供いたしますが、サポートは行いませんので、ご了承ください。 

 

プリンタドライバプロパティ画面は、下記のグループに分けて説明しております。 

  e シリーズ     ： MR400e、MR410e、MR600e、MR610e、MT400e、MT410e 

  SATOCe シリーズ  ： TR400e、TR410e 

  M-48Pro シリーズ  ： M-48Pro8、M-48Pro12、M-48Pro24 

  SR400 シリーズ   ： SR408、SR412、SR424 

  MT/MR110w     ： MR110w、MT110w 

  TASSHA      ： TASSHA 
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１．WindowsNT 用プリンタドライバについて 

   WindowsNT 用 MR400e シリーズのプリンタドライバは、「ドキュメントの規定値」として独自に「プ

リンタ」、「用紙」、「動作モード」、「その他」、「デバイスの設定」、「クリエイトフォント」、「ダウン

ロードフォント」、「ユーティリティ」、「テスト印字」、「TrueType フォント」の 10 個のタブを所有

しており、各タブにおいて様々な設定が可能です。 

   ドキュメントの規定値を設定する為には、図 1 に示すように「プリンタ」フォルダの中にある、 

  MR400e シリーズプリンタを選択し、「ﾌｧｲﾙ(F)」->「ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの規定値(L)…」メニューを選択するか、 
右クリックして「ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの規定値(L)…」メニューを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     図 1 プリンタフォルダ画面 

 

  注意１）「ドキュメントの規定値」で設定可能な項目には、「プリンタ設定ツール」で設定可能な 

     項目と重複するものがありますが、プリンタドライバを使用して印字を行う場合は「ドキュ 

     メントの規定値」での設定が有効となります。またアプリケーションソフトの印刷ダイアロ 

     グから呼び出すプロパティでは、一時的な設定変更を目的としており、機能も限定されてい 

     ます。 

  注意２）SR400 シリーズのプリンタドライバは、「バージョン」、「用紙」、「動作モード」、「拡拡張処

理設定」、「クリエイトフォント」、「ユーティリティ」、「TrueType フォント」の７個のタブが

あります。 

 
 
 
 
 

ﾌﾟﾘﾝﾀの名称はﾄﾞﾗｲﾊﾞｾｯﾄｱｯﾌﾟ時に任意に設定できます。 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ指定では、MR400e は「SATO MR400e」、MR410e は 
「SATO MR410e」です。 
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２．「プリンタ」 
      SR400 シリーズ以外で使用する画面になります。 

   図 2 に「プリンタ」画面を示します。ここではドライバのバージョン情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2．「プリンタ」画面 
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３．「バージョン」 
     SR400 シリーズでのみ使用する画面になります。 

   図 3 に「バージョン」画面を示します。ここではドライバのバージョン情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3．「バージョン」画面 
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４．「用紙」 
 4-1．「e シリーズ、M-48Pro シリーズ、TASSHA」 

   図 4-1 に「用紙」画面を示します。ここでは使用する用紙に関する各種設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)使用する用紙を選択します。使用する 
   用紙が登録されていない場合は(5)「用
   紙登録」により登録してください。 

(3)印字ﾚｲｱｳﾄの基点を補正します。通常は
   0 です＊)。 

(2)用紙搬送方向に対する印刷方向を設定 
   します。 

(4)各仕様のﾌﾟﾘﾝﾀにおける、用紙搬送量を
   補正します。 

(5)「用紙登録」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすることにより、
   図 4-2 に示す「用紙登録」画面が表示 
   されます。「用紙編集」をｸﾘｯｸした場合 
   は「用紙名」に表示されている用紙の編
   集になるだけで、設定内容は同じです。

(6)ﾁｪｯｸしておくことにより、「用紙登録」
   を選択した際の初期値に、「用紙名」に
   表示されている用紙の設定値を適用し 
   ます（ﾌﾘｰｻｲｽﾞの設定値は適用できませ
   ん）。 

(7)「用紙名」に表示されている登録済み 
   用紙を削除します。 

(8)「ﾌﾘｰｻｲｽﾞ」用紙の編集をします。図 4-3
   に示す画面が表示されます。 

図 4-1．「用紙」画面 

(9)登録する用紙の名称を設定します。 

(10)登録する用紙を使用する際の濃度ﾚﾍﾞ 
    ﾙを設定します。通常は 3です。 

(11)登録する用紙を使用する際の印字濃 
    度を設定します。通常は Aです。 

(12)設定する各項目の単位を設定します。

(13)登録する用紙のｻｲｽﾞを設定します。*) 
    ｷﾞｬｯﾌﾟｻｲｽﾞは通常 3.00(mm)です。 

(14)印字可能領域の左端位置を設定しま 
  す。 

図 4-2．「用紙登録」画面 

(15)印字可能領域の上端位置を設定しま 
  す。 

(16)印字可能領域の幅を設定します。*) 

(17)印字可能領域の高さを設定します。*) 

＊）詳細に関しては、P.12「用紙について」 

を参照してください。 

(18)センサ禁止モードの印字停止位置を 
設定します。 
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図 4-3．「フリーサイズ用紙編集」画面 

設定内容は図 4-2 と同様です。 

(19)各設定値を登録済みの用紙から
  参照します。ｸﾘｯｸすることにより
  図 4-4 に示す画面が表示されま
  す。 

図 4-4．「参照用紙選択」画面 

(20)設定値を参照する用紙を選択します。
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4-2．「SATOCe シリーズ」 

   図 4-5 に「用紙」画面を示します。ここでは使用する用紙に関する各種設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)使用する用紙を選択します。使用する 
   用紙が登録されていない場合は(5)「用
   紙登録」により登録してください。 

(3)印字ﾚｲｱｳﾄの基点を補正します。通常は
   0 です＊)。 

(2)用紙搬送方向に対する印刷方向を設定 
   します。 

(6)「用紙登録」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすることにより、
   図 4-6 に示す「用紙登録」画面が表示 
   されます。「用紙編集」をｸﾘｯｸした場合 
   は「用紙名」に表示されている用紙の編
   集になるだけで、設定内容は同じです。

(7)ﾁｪｯｸしておくことにより、「用紙登録」
   を選択した際の初期値に、「用紙名」に
   表示されている用紙の設定値を適用し 
   ます（ﾌﾘｰｻｲｽﾞの設定値は適用できませ
   ん）。 

(8)「用紙名」に表示されている登録済み 
   用紙を削除します。 

(9)「ﾌﾘｰｻｲｽﾞ」用紙の編集をします。図 4-7
   に示す画面が表示されます。 

図 4-5．「用紙」画面 

(10)登録する用紙の名称を設定します。 

(11)登録する用紙を使用する際の濃度ﾚﾍﾞ 
     ﾙを設定します。通常は 3です。 

(12)登録する用紙を使用する際の印字濃 
    度を設定します。通常は Aです。 

(13)設定する各項目の単位を設定します。

(14)登録する用紙のｻｲｽﾞを設定します＊)。
 

(15)印字可能領域の左端位置を設定しま 
  す＊)。 

図 4-6．「用紙登録」画面 

(16)印字可能領域の上端位置を設定しま 
  す＊)。 

(17)印字可能領域の幅を設定します＊)。 

(18)印字可能領域の高さを設定します＊)。

＊）詳細に関しては、P.12「用紙について」 

を参照してください。 

(4)各仕様のﾌﾟﾘﾝﾀにおける、用紙搬送量 
を補正します。 
「ﾃﾞﾊﾞｲｽの設定」タブにて情報を取得 
すると用紙の初期値になります。 

(5)用紙の基準位置を補正します。 
 「ﾃﾞﾊﾞｲｽの設定」タブにて情報を取得 
 すると用紙の初期値になります。 
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 ※基準位置の設定 

   「センタホールタグ」、「横ホールタグ」を使用した場合、下記のように基準位置を補正 

   する必要があります。「デバイスの設定」タブの「情報を取得」にて情報を取得すること 

で、プリンタにセットされている用紙情報をもとに初期値をセットします。 

初期値で基準位置が合わない場合は、値を変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-7．「フリーサイズ用紙編集」画面 

設定内容は図 4-6 と同様です。 

(19)各設定値を登録済みの用紙から
  参照します。ｸﾘｯｸすることにより
  図 4-8 に示す画面が表示します。

図 4-8．「参照用紙選択」画面 

(20)設定値を参照する用紙を選択します。

紙
送
り
方
向 

基準位置「<#>+040」

<#>+000 

5mm 5mm

基準位置「<#>+040」

ｶｯﾄ補正(+00) 

ﾋ ﾟ ｯ ﾁ 補 正

ｶｯﾄ補正(+00) 

ﾋ ﾟ ｯ ﾁ 補 正
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4-3．「SR400 シリーズ」 

   図 4-9 に「用紙」画面を示します。ここでは使用する用紙に関する各種設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)使用する用紙を選択します。使用する 
   用紙が登録されていない場合は(5)「用
   紙登録」により登録してください。 

(3)印字ﾚｲｱｳﾄの基点を補正します。通常は
   0 です＊)。 

(2)用紙搬送方向に対する印刷方向を設定 
   します。 

(4)各仕様のﾌﾟﾘﾝﾀにおける、用紙搬送量を
   補正します。 

(5)「用紙登録」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすることにより、
   図 4-10 に示す「用紙登録」画面が表示 
   されます。「用紙編集」をｸﾘｯｸした場合 
   は「用紙名」に表示されている用紙の編
   集になるだけで、設定内容は同じです。

(6)ﾁｪｯｸしておくことにより、「用紙登録」
   を選択した際の初期値に、「用紙名」に
   表示されている用紙の設定値を適用し 
   ます（ﾌﾘｰｻｲｽﾞの設定値は適用できませ
   ん）。 

(7)「用紙名」に表示されている登録済み 
   用紙を削除します。 

(8)「ﾌﾘｰｻｲｽﾞ」用紙の編集をします。図 4-11
   に示す画面が表示されます。 図 4-9．「用紙」画面 

図 4-10．「用紙登録」画面 

(9)登録する用紙の名称を設定します。 
(10)登録する用紙を使用する際の印字

濃度を指定します。通常は Aです。 

(11)登録する用紙用紙を使用する際の濃

度レベルを設定します。通常は 3です。 

(12)登録する用紙のサイズを設定しま

す。 

(13)センサ禁止モードの印字停止位置

を設定します。 
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図 4-11．「フリーサイズ用紙編集」画面 

設定内容は図 4-2 と同様です。 

(14)各設定値を登録済みの用紙から
  参照します。ｸﾘｯｸすることにより
  図 4-12 に示す画面が表示されま
  す。 

図 4-12．「参照用紙選択」画面 

(15)設定値を参照する用紙を選択します。
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 ＊）用紙について 

   ①用紙の規格 

    本プリンタで使用できる用紙は、SBPL「概要」を参照してください。 

縦サイズ、横サイズ及びラベル間ギャップサイズの定義を図 4-13 に示します。表 4-1 は、 

MR400e で使用可能な用紙サイズの規格を示します。 

    図 4-2 や図 4-3 に示されている「各種サイズ設定」欄の「用紙サイズ：幅」や「用紙サイズ：

長さ」に値を設定する際には、どの用紙タイプを使用する場合においても、便宜上「（ａ）のり

なしタグ・裏アイマーク」に示してある「横サイズ」「縦サイズ」の定義を利用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-13．用紙タイプと各サイズの定義 

用
紙
搬
送
方
向 

縦
サ
イ
ズ

 

横サイズ 

ｱｲﾏｰｸ 

(a)のりなしタグ・裏アイマーク (b)のりつきラベル・裏アイマーク (c)のりつきラベル・ギャップ

ﾗ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
間
ｷ
ﾞ
ｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ
 

横サイズ 

縦
サ
イ
ズ

 

ﾗ
ﾍ
ﾞ
ﾙ
間
ｷ
ﾞ
ｬ
ｯ
ﾌ
ﾟ
 

横サイズ 

縦
サ
イ
ズ

 

ｱｲﾏｰｸ

  表 4-1．使用可能な用紙サイズの規格               単位(mm) 

動作 方向 のりつきラベル 
のりなしタグ 

（ラベルの台紙） 

縦サイズ 6～397 9～400 
連続動作 

横サイズ 22～128 25～131 

縦サイズ 17～397 20～400 
カッタ動作 

横サイズ 22～128 25～131 

縦サイズ 17～397  
ハクリ動作 

横サイズ 22～128  

縦サイズ 6～397 9～400 
ティアオフ動作※ 

横サイズ 22～128 25～131 

                  ※発行枚数や用紙サイズ、種類により規制する場合があります。 
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   ②基準位置 

    ラベルに印字する時にプリンタが基準にしている点を基準位置といいます。図 4-14(a)に示す 

ように基準位置の横位置は用紙の左端、縦位置はプリンタが使用するセンサ種によって異なり、 

反射センサ使用時はアイマークの下端、透過センサ使用時はラベルの先頭になります。ただし使 

用する用紙の幅が幅 107(mm)以上の場合は、図 4-14(b)に示すようにサーマルヘッドの左端が基 

準位置の横位置になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   ③基点 

    基点は印字位置を決める為の原点であり、基準位置から基点補正により設定された位置になり

ます。基点補正を行わない場合は基準位置が基点となります。 

    図 4-1 に示されている「印字基点補正」欄の「縦基点」「横基点」に値を設定することにより、 

   図 4-15 に示すようにレイアウト全体の印字位置を補正することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

縦
サ
イ
ズ

 

 
  ■■■■■■■■ 
  ■■■■ 
  ■■■■■■ 
 

用
紙
搬
送
方
向 

横
基
点
補
正 

＋
方
向 

縦基点補正 ＋方向 

横サイズ 

基準位置および補正前の基点 
補正後の基点 

図 4-15．基点補正 

図 4-14．基準位置 

（ａ）用紙幅 107(mm)以下の場合

用
紙
搬
送
方
向 

基準位置 
（反射ｾﾝｻ使用時） 

基準位置 
（ｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝｻ使用時） 

3mm104mm 

セ
ン
タ
フ
レ
ー
ム 

サーマルヘッド 

ｱｲﾏｰｸ 

サーマルヘッド 

（ｂ）用紙幅 107(mm)以上の場合 

3mm104mm 

セ
ン
タ
フ
レ
ー
ム 

基準位置 
（反射ｾﾝｻ使用時） 

基準位置 
（ｷﾞｬｯﾌﾟｾﾝｻ使用時） 

ｱｲﾏｰｸ
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   ④印字可能領域 

    本プリンタで使用可能な用紙の最大幅は 131(mm)ですが、印字部であるサーマルヘッドの幅は 

104(mm)である為、印字可能な領域の最大幅は 104(mm)となります。また図 4-16 に示すように、 

サーマルヘッドの取り付け位置が、用紙右端の固定位置となるセンタフレームより 3(mm)離れて 

いる為、常にラベル右端から幅 3(mm)の領域が印字不可能な領域となります。そして用紙幅が 107 

(mm)を越える場合にはラベル左端にも印字不可能な領域が生じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図 4-2 や図 4-3 に示されている「印字可能領域」欄の各設定項目には、使用する用紙の幅が 

   107(mm)以下であるか否か、また使用する用紙が「のりなしタグ」であるか「のりつきラベル」 

であるかに応じて、表 4-2 を参考に各値を入力してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-16．印字可能領域 

ラベル右端に常に生じ

る印字不可能な領域 

用紙幅が 107(mm)を越

えた場合に生じる印字

不可能な領域 

印字可能領域 

サーマルヘッド 
セ
ン
タ
フ
レ
ー
ム 

104(mm) 3(mm) 

用
紙
搬
送
方
向

 

表 4-2(a)．「用紙ｻｲｽﾞ：幅」が 107(mm)以下の場合            単位（mm） 

設定項目 のりなしタグ のりつきラベル 

ラベル左端 0 台紙左端からﾗﾍﾞﾙ左端までの値 

ラベル上端 0 0（ｱｲﾏｰｸｾﾝｻ使用時は、「ﾗﾍﾞﾙ間ｷﾞｬｯﾌﾟ」の値） 

ラベル幅 「用紙ｻｲｽﾞ：幅」－ 3 「用紙ｻｲｽﾞ：幅」－ 3 －「ﾗﾍﾞﾙ左端」 

ラベル高さ 「用紙ｻｲｽﾞ：長さ」 「用紙ｻｲｽﾞ：長さ」－「ﾗﾍﾞﾙ間ｷﾞｬｯﾌﾟ」 

 

表 4-2(b).「用紙サイズ：幅」が 107(mm)より大きい場合          単位(mm) 

設定項目 のりなしタグ のりつきラベル 

ラベル左端 「用紙ｻｲｽ ：゙幅」－ 107 「用紙ｻｲｽﾞ：幅」－ 107 

ラベル上端 0 0（ｱｲﾏｰｸｾﾝｻ使用時は、「ﾗﾍﾞﾙ間ｷﾞｬｯﾌﾟ」の値） 

ラベル幅 104 104 

ラベル高さ 「用紙ｻｲｽﾞ：長さ」 「用紙ｻｲｽﾞ：長さ」－「ﾗﾍﾞﾙ間ｷﾞｬｯﾌﾟ」 
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   ⑤用紙上の印字推奨領域 

    実際に印字レイアウトを作成する際には、用紙搬送に伴うピッチ方向の累積誤差や蛇行による 

   印字ズレを考慮する必要があります。 

    図 4-17 に印字推奨領域を示します。 

  ：印字推奨領域 

単位：ｍｍ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

縦サイズ

横
サ
イ
ズ

用紙搬送方向

1.5

1
.5

1.5

3
.0

横
サ
イ
ズ

用紙搬送方向

縦サイズ

1.5

1
.5

1
.5

1.5

横
サ
イ
ズ

用紙搬送方向

縦サイズ

1.5

1
.5

1
.5

1.5

◆のりつきラベル・裏アイマーク◆ 

◆のりつきラベル・ギャップ◆ 

◆のりなしタグ・裏アイマーク◆ 

図 4-17．印字推奨領域 
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５．「用紙」（MT/MR110w） 

図 5-1 に「用紙」シートを示します。｢用紙」シートには「印刷順序」「台紙コピー数」が新たに 

追加されております。これらは多面取りラベル使用時のための設定項目であり、横もしくは縦のラ 

ベル枚数が１に設定されている用紙を使用する際にはマスク表示されます。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 5-1.「用紙」シート 
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ここで多面取りラベルの定義に関して解説いたします。 
多面取りラベルは図 5-2 に示すように台紙上、縦横に複数枚配置された小ラベルの組合せにより 
１シートが構成されたものです。縦方向の配置枚数は後述いたします「用紙登録」において任意 
に設定が可能です。ここでの設定により１シートの単位が定義されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

小ラベル 

 

 

図 5-2. 多面取りラベル （横枚数を３に指定した場合の例）

縦枚数を２に指
定した場合の１ｼ
ｰﾄの単位 

縦枚数を３に指
定した場合の１ｼ
ｰﾄの単位 
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（１）印刷順序 

多面取りラベルを使用する際の印刷順序を指定します。初期値は「横」です。 

図 5-3 に「印刷順序」の「横」，「縦」が選択されているときの「設定個所」表示を示します。 

        
          図 5-3(a) 印刷順序 横         図 5-3(b) 印刷順序 縦 
 
 

（２）台紙コピー数 

多面取りラベルを使用する際の、台紙単位でのコピー部数を指定します。初期値は「1」です。 

図 5-4 に「台紙コピー数」に「2」を指定した際の動作概要を示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

2 ｼｰﾄ目（コピー）

1 ｼｰﾄ目

図 5-4.台紙コピーの動作概要 
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（３）用紙登録 
図 5-5 に「用紙登録」ダイアログを示します。この画面は図 5-1 に示す用紙シート内の「用紙登 

録」ボタンを選択することにより表示されます。ここでは多面取りラベル用に新たに「ラベル配置 

設定」項目が追加されております。 

 
 
 
 

 
 
 
 

図 5-5.「用紙登録」ダイアログ 
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（４）ラベル配置設定 

ここでは使用する用紙の 1シート内におけるラベル配置に関する設定を行います。 

 

①横枚数：1シート内におけるラベルの横方向配置枚数を指定します。 

     図 5-5-1 に「横枚数」が選択されているときの「設定個所」表示を示します。 

 
 
 

②縦枚数：1シート内におけるラベルの縦方向配置枚数を指定します。 

     図 5-5-2 に「縦枚数」が選択されているときの「設定個所」表示を示します。 

 
 

 
③台紙幅：台紙幅を指定します。 

     図 5-5-3 に「台紙幅」が選択されているときの「設定個所」表示を示します。 

 
 
 
 

図 5-5-1.「横枚数」設定個所表示 

図 5-5-2.「縦枚数」設定個所表示 

図 5-5-3.「台紙幅」設定個所表示 
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④台紙長：台紙の長さを指定します。 

     図 5-5-4 に「台紙長」が選択されているときの「設定個所」表示を示します。 

 
 
 

⑤用紙領域 

左端：台紙左端から一番左に配置されているラベルの左端までの長さを指定します。 

図 5-5-5 に「左端」が選択されているときの「設定個所」表示を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑥用紙領域 

上端：台紙上端から一番上に配置されているラベルの上端までの長さを指定します。 

図 5-5-6 に「上端」が選択されているときの「設定個所」表示を示します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図 5-5-4.「台紙長」設定個所表示 

図 5-5-5.「左端」設定個所表示 

図 5-5-6.「上端」設定個所表示 
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⑦用紙領域 

幅：台紙内の一番左に配置されているラベルの左端から一番右に配置されているラベルの右端 

までの長さを指定します。 

図 5-5-7 に「幅」が選択されているときの「設定個所」表示を示します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

⑧用紙領域 

高さ：台紙内の一番上に配置されているラベルの上端から一番下に配置されているラベルの下 

端までの長さを指定します。 

図 5-5-8 に「高さ」が選択されているときの「設定個所」表示を示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

図 5-5-7.「幅」設定個所表示 

図 5-5-8.「高さ」設定個所表示 
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（５）用紙サイズ設定 

ここでは台紙内に配置されているラベルに対する設定を行います。 

 

①幅：ラベルの幅を指定します。 

図 5-6-1 に「幅」が選択されているときの「設定個所」表示を示します。 

 
 
 
 

②長さ：ラベルの長さを設定します。 

図 5-6-2 に「長さ」が選択されているときの「設定個所」表示を示します。 

 
 

 
 
 
 
 

図 5-6-1.「幅」設定個所表示 

図 5-6-2.「長さ」設定個所表示 
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③印字可能領域 

 左端：ラベル左端からの印字禁止領域を指定します。 

図 5-6-3 に「長さ」が選択されているときの「設定個所」表示を示します。 

 
 
 

④印字可能領域 

 上端：ラベル上端からの印字禁止領域を指定します。 

図 5-6-4 に「上端」が選択されているときの「設定個所」表示を示します。 

 
 

 
⑤印字可能領域 

 幅：ラベル上の印字可能領域幅を指定します。 

図 5-6-5 に「幅」が選択されているときの「設定個所」表示を示します。 

 
 
 

図 5-6-3.「左端」設定個所表示 

図 5-6-4.「上端」設定個所表示 

図 5-6-5.「幅」設定個所表示 
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⑥印字可能領域 

 高さ：ラベル上の印字可能領域高さを指定します。 

図 5-6-6 に「高さ」が選択されているときの「設定個所」表示を示します。 

 
 

 
 

図 5-6-6.「高さ」設定個所表示 
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（６）用紙編集 
図 5-7 に「用紙編集」ダイアログを示します。この画面は図 5-1 に示す用紙シート内の「用紙編 

集」ボタンを選択することにより表示されます。ここでは既に登録されている用紙の設定を変更す 

ることができます。各設定項目の使用方法は「用紙登録」と同様です。 
 

 
 

 
 

 
 

図 5-7.「用紙編集」ダイアログ 
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（７）フリーサイズ用紙編集 
図 5-8 に「フリーサイズ用紙編集」ダイアログを示します。この画面は図 5-1 に示す用紙シート 

内の「フリーサイズ用紙編集」ボタンを選択することにより表示されます。ここでは「フリーサイ 

ズ」用紙の設定を変更するとができます。各設定項目の使用方法は「用紙登録」と同様です。 
 

 
 

 
 
 

 
 

図 5-8.「フリーサイズ用紙編集」ダイアログ 
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６．TrueType フォント 

 6-1．「e シリーズ、MT/MR110w、M-48Pro シリーズ、TASSHA」 

図 6-1 に「TrueType フォント」シートを示します。「TrueType フォント名」にはプリンタが内 

臓している TrueType フォントが表示されます。 

 
 
 

 

※プリンタ内蔵の TrueType フォントが PC 側にもインストールされている必要があります。 
２種の TrueType フォント「CG Times」および「CG Triumvirate」は、プリンタドライバの 
インストール時にＰＣにインストールされます。 

    
    ※TASSHA のみ「CG Times」、「CG Triumvirate」、「HG 明朝 L」、「HG ゴシック B」がインストール 
   されます。 
 
 

図 6-1.「TrueType フォント」シート 
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   図 6-1 に示すシート内の「TrueType フォント名」に表示されているフォントを選択し、「詳細設 

定」ボタンを選択することにより、図 6-2 に示す「TrueType ﾌｫﾝﾄ詳細設定」ダイアログが表示さ 

れます。ここでは選択した TrueType フォントに対して以下の設定を行うことができます。 

 
 
 
 

①フォント種別 

  レジデントフォントコマンドとして出力するのかグラフィックデータとして出力するのか 

を指定します。 

 

②連番設定 

  選択した TrueType フォントに連番機能を設定することができます。この機能は「クリエイ 

トフォント」シートにおける「装飾フォント」の「連番設定」機能と同様です。 

「フォント種別」において「ビットイメージコマンド」を指定した場合には連番設定項目は 

マスク表示され設定不可になります。 

 

   ※TASSHA のみ連番設定の機能はありません。 
 

図 6-2.「TrueType フォント詳細設定」ダイアログ 
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 6-2．「SR400 シリーズ」 

 
図 6-3 に「TrueType フォント」シートを示します。「TrueType フォント名」にはプリンタが内 

蔵している TrueType フォントが表示されます。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※プリンタ内蔵の TrueType フォントが PC 側にもインストールされている必要があります。 
２種の TrueType フォント「CG Times」および「CG Triumvirate」は、プリンタドライバの 
インストール時にＰＣにインストールされます。 

    
 
 

図 6-3.「TrueType フォント」ダイアログ 
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   図 6-3 に示すシート内の「TrueType フォント名」に表示されているフォントを選択し、「詳細設 

定」ボタンを選択することにより、図 6-4 に示す「TrueType ﾌｫﾝﾄ詳細設定」ダイアログが表示さ 

れます。ここでは選択した TrueType フォントに対して以下の設定を行うことができます。 

 
 
 
 

①フォント種別 

  レジデントフォントコマンドとして出力するのかグラフィックデータとして出力するのか 

を指定します。 

 

②連番設定 

  選択した TrueType フォントに連番機能を設定することができます。この機能は「クリエイ 

トフォント」シートにおける「装飾フォント」の「連番設定」機能と同様です。 

「フォント種別」において「ビットイメージコマンド」を指定した場合には連番設定項目は 

マスク表示され設定不可になります。 

 

 
 
 

図 6-4.「TrueType フォント詳細設定」ダイアログ 
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７．動作モード 

 7-1．「e シリーズ、MT/MR110w、M-48Pro シリーズ、TASSHA」 

 

   図 7 に「動作モード」画面を示します。ここでは以下の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※同期通信印刷 

     ラベルの印字完了を１枚（１アイテム）ごとに確認しながら出力します。 

 

 

 

(1)文書中の文字列 
   は指定されてい 
   る色情報に関係 
   無く黒色印字さ 
   れます。 

(4)濃淡印字を行い
   ません。 
 
(5)写真等を印字す
   る場合に指定し
   ます(305dpi 
   推奨)。 
 
(6)写真等を印字す
   る場合に指定し
   ます(203dpi 
   推奨)。 
 
(7)濃淡の境界がは
   っきりしたｲﾗｽﾄ
   等を印字する場
   合に指定しま 
   す。 

(8)印字速度を選択 
   します。90 度回 
   転のﾊﾞｰｺｰﾄﾞや 
   罫線などの印字 
   ﾚｲｱｳﾄや使用用 
   紙種により、印 
   字速度・濃度の 
   調整が必要にな 
   ります。 

(2)文書中の文字列 
   は指定されてい 
   る色情報を反映 
   して階調印字さ 
   れます。 

 図 7．「動作モード」 画面 

(9)通信制御設定を 
 指定します。 
 
 同期通信印刷 
  チェック BOX に 
 チェックすること 
 で同期通信印刷に 
 なります。 
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 7-2．「SATOCe シリーズ」 

 

   図 7-1 に「動作モード」画面を示します。ここでは以下の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※仕分けマーク 

     仕分けマークは、「デバイスの設定」タブの「情報取得」をクリックし、現在プリンタに設 

定されている用紙によって、設定有効・無効の表示になります。 

 

      設定有効の用紙：「センターホールタグ」「横ホールタグ」「角Ｒタグ」「タグアイマーク」 

      設定無効の用紙：「ラベルギャップ」「ラベルアイマーク」 

 

   ※同期通信印刷 

     ラベルの印字完了を１枚（１アイテム）ごとに確認しながら出力します。 

 

図 7-1．「動作モード」画面 

(1)文書中の文字列 
   は指定されてい 
   る色情報に関係 
   無く黒色印字さ 
   れます。 

(5)濃淡印字を行い
   ません。 
 
(6)写真等を印字す
   る場合に指定し
   ます(TR410e 
   推奨)。 
 
(7)写真等を印字す
   る場合に指定し
   ます(TR400e 
   推奨)。 
 
(8)濃淡の境界がは
   っきりしたｲﾗｽﾄ
   等を印字する場
   合に指定しま 
   す。 

(4)印字速度を選択 
   します。90 度回 
   転のﾊﾞｰｺｰﾄﾞや 
   罫線などの印字 
   ﾚｲｱｳﾄや使用用 
   紙種により、印 
   字速度・濃度の 
   調整が必要にな 
   ります。 

(2)文書中の文字列 
   は指定されてい 
   る色情報を反映 
   して階調印字さ 
   れます。 

(3)タグのエッジに 
   マークをつけま 
   す。 

(9)通信制御設定を 
 指定します。 
 
 同期通信印刷 
  チェック BOX に 
 チェックすること 
 で同期通信印刷に 
 なります。 
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 7-3．「SR400 シリーズ」 

 

   図 7-2 に「動作モード」画面を示します。ここでは以下の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※同期通信印刷 

     ラベルの印字完了を１枚（１アイテム）ごとに確認しながら出力します。 

 

   ※BCC ﾁｪｯｸ 

     BCC ﾁｪｯｸを行うかを指定します。ESC+A～ESC+Z までの排他的論理和を計算 

      し、1 バイト付加します。 

           

 

 

 

 

 

(1)文書中の文字列 
   は指定されてい 
   る色情報に関係 
   無く黒色印字さ 
   れます。 

(4)濃淡印字を行い
   ません。 
 
(5)写真等を印字す
   る場合に指定し
   ます(SR412/424
   推奨)。 
 
(6)写真等を印字す
   る場合に指定し
   ます(SR408 
   推奨)。 
 
(7)濃淡の境界がは
   っきりしたｲﾗｽﾄ
   等を印字する場
   合に指定しま 
   す。 
(10)反射センサ、透
過センサ、センサ
無視の選択をし
ます。 
 
(11)指定枚数印字
後の動作を指定
します。 
 
 

(8)印字速度を選択 
   します。90 度回 
   転のﾊﾞｰｺｰﾄﾞや 
   罫線などの印字 
   ﾚｲｱｳﾄや使用用 
   紙種により、印 
   字速度・濃度の 
   調整が必要にな 
   ります。 

(2)文書中の文字列 
   は指定されてい 
   る色情報を反映 
   して階調印字さ 
   れます。 

 図 7-2．「動作モード」 画面 

(9)通信制御設定を 
 指定します。 
 
 同期通信印刷 
  チェック BOX に 
 チェックすること 
 で同期通信印刷に 
 なります。 
 
  BCC ﾁｪｯｸ 
  BCCコードを付加
するかを指定します。
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８．その他 
   SR400 シリーズ以外で使用する画面になります。 

   図 8-1 に「その他」画面を示します。ここでは以下の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＊）コントロールフォント 

    コントロールフォントのカットを使用すると、アプリケーションソフトにより印字レイアウト 

   を作成するのと同時に、そのレイアウトを印字する際のカット動作も指定することができます。 

   カット指定コマンドには「ＣＴ」と「～」の２種類があり、コントロールフォント自体もコマン 

   ドの指定方法に応じて２種類あります。 

 

    ①「ＣＴ」および「～」のカット動作 

      両コマンド共に何枚毎にカットするのかを指定するものですが、印刷枚数に対する動作が 

     次のように異なります。 
 
      例）指定カット枚数２、印刷枚数３を指定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２枚毎にカットし、全部で３枚発行します。 

図 8-1．「その他」画面 

(1)ｺﾝﾄﾛｰﾙﾌｫﾝﾄによるｶｯﾄ処理を使用しま 
  せん＊）。 

(2)ｺﾝﾄﾛｰﾙﾌｫﾝﾄによるｶｯﾄ処理を使用しま 
   す＊）。 

(5)印刷終了時に用紙をｶｯﾄします＊）。 

(6)通常印刷を行います。 
 
(7)印刷時、呼出しｷｰで指定されたｵｰﾊﾞｰﾚｲ
   ﾃﾞｰﾀと合成して印刷を行います。 
 
(8)ﾌﾟﾘﾝﾀのｵｰﾊﾞｰﾚｲ領域に印字ﾃﾞｰﾀを書き 
   込みます。実際に印字は行われません。
   既にｵｰﾊﾞｰﾚｲﾃﾞｰﾀが格納されている場 
   合は上書きします。「ｺﾒﾝﾄ」に入力した
   ｵｰﾊﾞｰﾚｲﾃﾞｰﾀの説明も同時に登録され 
   ます。 
 
(9)登録済みｵｰﾊﾞｰﾚｲﾃﾞｰﾀを削除します。 
 
(10)登録済みｵｰﾊﾞｰﾚｲﾃﾞｰﾀの情報を取得し 
    ます。 

(3)指定された枚数毎にｶｯﾄします＊）。 

(4)指定枚数ｶｯﾄを行いません。 

◇「ＣＴ」コマンドによるカット動作◇ 

カット 

 

１枚

３枚

２枚

   

図 8-2．「ＣＴ」コマンドによるカット動作 

カット 
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    ②コントロールフォントの種類 
      コントロールフォントはコマンドの指定方法に応じて２種類あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■■■■■■ 
■■■■■■ 
■■■■■■■■ 

 
 
 

 
～３ 

 

２枚

６枚 

２枚２枚 

      

カット カット カット 

図 8-3．「～」コマンドによるカット動作 

◇「～」コマンドによるカット動作◇ 

２枚毎にカットしたものを３部発行します。 

直接ｺﾏﾝﾄﾞを入力し、ﾌｫﾝﾄを
ﾌﾟﾘﾝﾀｺﾝﾄﾛｰﾙ(ｺﾏﾝﾄﾞ)にする。

◇プリンタコントロール(ファイル)による指定◇ 

◇プリンタコントロール(コマンド)による指定◇ 

図 8-4．プリンタコントロール（コマンド）による指定 

■■■■■■■■■ 
■■■■■■ 
■■■■■■■■ 

 
 
 

 
C:\CUT.dat 

ｶｯﾄｺﾏﾝﾄﾞを記述したﾌｧｲﾙ＊

を作成しておき、そのﾌｧｲﾙ
の保存場所を入力し、ﾌｫﾝﾄ
をﾌﾟﾘﾝﾀｺﾝﾄﾛｰﾙ(ﾌｧｲﾙ)にす
る。ﾌｧｲﾙ名は任意に設定で
きます。 

図 8-5．プリンタコントロール(ファイル)による指定 

＊ﾌｧｲﾙ記述例 

 ・「CT」ｺﾏﾝﾄﾞ 

    ESC CT3 

 

 

 
 
 ・「～」ｺﾏﾝﾄﾞ 

    ESC ～3 

ｷｬﾗｸﾀｺｰﾄﾞで 0x1Bです。

0～999 まで指定
可能です。 
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９．拡張処理設定 
      SR400 シリーズでのみ使用する画面になります。 

   図 9-1 に「拡張処理設定」画面を示します。ここでは以下の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 ＊）コントロールフォント 

    コントロールフォントのカットを使用すると、アプリケーションソフトにより印字レイアウト 

   を作成するのと同時に、そのレイアウトを印字する際のカット動作も指定することができます。 

   カット指定コマンドには「ＣＴ」と「～」の２種類があり、コントロールフォント自体もコマン 

   ドの指定方法に応じて２種類あります。 

 

    ①「ＣＴ」および「～」のカット動作 

      両コマンド共に何枚毎にカットするのかを指定するものですが、印刷枚数に対する動作が 

     次のように異なります。 
 
      例）指定カット枚数２、印刷枚数３を指定した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２枚毎にカットし、全部で３枚発行します。 

図 9-1．「拡張処理設定」画面 

(1)ｺﾝﾄﾛｰﾙﾌｫﾝﾄによるｶｯﾄ処理を使用しま 
  せん＊）。 

(2)ｺﾝﾄﾛｰﾙﾌｫﾝﾄによるｶｯﾄ処理を使用しま 
   す＊）。 

(5)印刷終了時に用紙をｶｯﾄします＊）。 

(6)通常印刷を行います。 
 
(7)印刷時、呼出しｷｰで指定されたｵｰﾊﾞｰﾚｲ
   ﾃﾞｰﾀと合成して印刷を行います。 
 
(8)ﾌﾟﾘﾝﾀのｵｰﾊﾞｰﾚｲ領域に印字ﾃﾞｰﾀを書き 
   込みます。実際に印字は行われません。
   既にｵｰﾊﾞｰﾚｲﾃﾞｰﾀが格納されている場 
   合は上書きします。「ｺﾒﾝﾄ」に入力した
   ｵｰﾊﾞｰﾚｲﾃﾞｰﾀの説明も同時に登録され 
   ます。 
 
(9)登録済みｵｰﾊﾞｰﾚｲﾃﾞｰﾀを削除します。 
 
(10)登録済みｵｰﾊﾞｰﾚｲﾃﾞｰﾀの情報を取得し 
    ます。 

(3)指定された枚数毎にｶｯﾄします＊）。 

(4)指定枚数ｶｯﾄを行いません。 

◇「ＣＴ」コマンドによるカット動作◇ 

カット 

 

１枚

３枚

２枚

   

図 9-2．「ＣＴ」コマンドによるカット動作 

カット 
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    ②コントロールフォントの種類 
      コントロールフォントはコマンドの指定方法に応じて２種類あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■■■■■■■■■ 
■■■■■■ 
■■■■■■■■ 

 
 
 

 
～３ 

 

２枚

６枚 

２枚２枚 

      

カット カット カット 

図 9-3．「～」コマンドによるカット動作 

◇「～」コマンドによるカット動作◇ 

２枚毎にカットしたものを３部発行します。 

直接ｺﾏﾝﾄﾞを入力し、ﾌｫﾝﾄを
ﾌﾟﾘﾝﾀｺﾝﾄﾛｰﾙ(ｺﾏﾝﾄﾞ)にする。

◇プリンタコントロール(ファイル)による指定◇ 

◇プリンタコントロール(コマンド)による指定◇ 

図 9-4．プリンタコントロール（コマンド）による指定 

■■■■■■■■■ 
■■■■■■ 
■■■■■■■■ 

 
 
 

 
C:\CUT.dat 

ｶｯﾄｺﾏﾝﾄﾞを記述したﾌｧｲﾙ＊

を作成しておき、そのﾌｧｲﾙ
の保存場所を入力し、ﾌｫﾝﾄ
をﾌﾟﾘﾝﾀｺﾝﾄﾛｰﾙ(ﾌｧｲﾙ)にす
る。ﾌｧｲﾙ名は任意に設定で
きます。 

図 9-5．プリンタコントロール(ファイル)による指定 

＊ﾌｧｲﾙ記述例 

 ・「CT」ｺﾏﾝﾄﾞ 

    ESC CT3 

 

 

 
 
 ・「～」ｺﾏﾝﾄﾞ 

    ESC ～3 

ｷｬﾗｸﾀｺｰﾄﾞで 0x1Bです。

0～999 まで指定
可能です。 
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１０．デバイスの設定 

 10-1.「e シリーズ、MT/MR110w、M-48Pro シリーズ、TASSHA」 

 

   図 10 にデバイスの設定画面を示します。ここでは以下の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意：M-48Pro、TASSHA には印字解像度の 

     機能はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  印字解像度 

    ヘッド密度切替えを設定します。 

    通常は設定する必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   注意：M-48Pro、TASSHA には印字解像度の機能 

       はありません。 

 

 

 

 

図 10．「デバイスの設定」画面 

(4)接続されているﾌﾟﾘﾝﾀのﾌｧｰﾑｳｪｱ情報を 
   取得します。 

 
図 10-1．「印字解像度の設定」画面 

図 10-1 
「OK」クリックすると図 10-2 に移行 
 します。 
 「ｷｬﾝｾﾙ」をクリックすると図 10 に移行 
 します。 

MR400e、MR600e、MT400e の場合 
203dpi、200dpi の切替えを指定します。 
 
MR410e、MR610e、MT/MR110w、MT410e の場合 
 305dpi、300dpi の切替えを指定します。 
 

(2)接続されているﾌﾟﾘﾝﾀの情報を取得し 
   ます。 

(3)印字解像度を指定します。 
ｸﾘｯｸすることにより図 10-1 に示す画 
面が表示されます。 
 MR400e、MR600e、MT400e 
203dpi⇔200dpi の切替えを指定します。 
MR410e、MR610e、MT/MR110w、MT410e 
305dpi⇔300dpi の切替えを指定します。 

図 10-2．「印字解像度の設定」画面 

(1)(2)の「情報取得」により取得したﾌﾟﾘ 
   ﾝﾀの設定を表示します。ﾘｽﾄから設定 
   を選択することにより一時的に設定を 
   変更することも可能です。ただし、ﾌﾟ 
   ﾘﾝﾀ本体の DSW が有効になります。 
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 10-2.「SATOCe シリーズ」 

 

   図 10-3 にデバイスの設定画面を示します。ここでは以下の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  印字解像度 

    ヘッド密度切替えを設定します。 

    通常は設定する必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注意：プリンタドライバをインストールした後、使用するインタフェースにてパソコンとプリンタ 

    を接続し、必ず「情報の取得」をクリックしてください。 

     

 

 

(2)接続されているﾌﾟﾘﾝﾀの情報を取得し 
   ます。 

図 10-3．「デバイスの設定」画面 

(4)接続されているﾌﾟﾘﾝﾀのﾌｧｰﾑｳｪｱ情報を 
   取得します。 

(3)印字解像度を指定します。 
ｸﾘｯｸすることにより図 10-4 に示す画 
面が表示されます。 
 TR400e 
203dpi⇔200dpi の切替えを指定します。 
TR410e 
305dpi⇔300dpi の切替えを指定します。 

 
図 10-4．「印字解像度の設定」画面 

図 10-5．「印字解像度の設定」画面 

図 10-4 
「OK」クリックすると図 10-5 に移行 
 します。 
 「ｷｬﾝｾﾙ」をクリックすると図 10-3 に 
移行します。 

TR400e の場合 
203dpi、200dpi の切替えを指定します。 
 
TR410e の場合 
 305dpi、300dpi の切替えを指定します。 
 

(1)(2)の「情報取得」により取得したﾌﾟﾘ 
   ﾝﾀの設定を表示します。ﾘｽﾄから設定 
   を選択することにより一時的に設定を 
   変更することも可能です。ただし、ﾌﾟ 
   ﾘﾝﾀ本体の DSW が有効になります。 
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10-3.「SR400 シリーズ」 

 

図 10-6 にデバイスの設定画面を示します。ここでは以下の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10-6．「デバイスの設定」画面 

(3)接続されているﾌﾟﾘﾝﾀのﾌｧｰﾑｳｪｱ情報を 
   取得します。 

(2)接続されているﾌﾟﾘﾝﾀの情報を取得し 
   ます。 

(1)(2)の「情報取得」により取得したﾌﾟﾘ 
 ﾝﾀの設定を表示します。ﾘｽﾄから設定を選 
択することにより設定を変更することも可 
能です。 
※プリンタの設定により、本体優先、コマン
ド優先のどちらかになります。 
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１１.ユーティリティ(SR400 シリーズのみ) 

図 11 にユーティリティの設定画面を示します。ここでは以下のサブダイアログの表示を行いま 

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 設定情報保存・読みだしのサブダイアロ
グを開きます。 

(4) ロゴ・フォントダウンロードのサブダイ 
  アログを開きます。 

(5) 言語選択のサブダイアログを開きます。 

(2) テスト印字のサブダイアログを開きま 
す。 

(1) デバイス情報のサブダイアログを開きま 
す。 

図 11．ユーティリティの設定画面 
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１２．クリエイトフォント 
   図 12-1 に「クリエイトフォント」画面を示します。ここでは「装飾フォント」と「バーコード

フォント」の設定を行います。 

   「装飾フォント」とは、レジデントフォントに対して倍率や回転角度、連番機能等を任意に設定 

  し、それらの設定を反映させた状態のフォントを１つのフォントとして登録したものです。アプリ 

  ケーションソフトの書類上にデータを入力し、そのデータのフォントを装飾フォントにすることに 

  より、印字結果には倍率や回転角度、連番等の設定が反映されます（アプリケーションソフトの編 

  集画面上には反映されません）。「バーコードフォント」とは、アプリケーションソフトの書類上に 

  入力したデータのフォントをバーコードフォントにすることにより、印字の際にはそのデータがバ 

  ーコード化されるというものです。 

   装飾フォントとバーコードフォントは合計 70 個まで登録可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12-1．「クリエイトフォント」画面 

(1)装飾ﾌｫﾝﾄを新規登録します。ｸﾘｯｸす
   ることにより図12-2に示す画面が表
示されます。 

(3)登録済み装飾ﾌｫﾝﾄの設定を変更でき
   ます。ｸﾘｯｸすることにより図 12-2 に
示す画面が表示されます。 

(4)登録済み装飾ﾌｫﾝﾄを削除します。 

(5)ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄを新規登録します。ｸﾘｯｸ
   することにより図12-3に示す画面が
表示されます。 

(7)登録済みのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄの設定を変
   更できます。ｸﾘｯｸすることにより図
   12-3 に示す画面が表示されます。 

(8)登録済みのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄを削除しま
   す。 

(2)ﾁｪｯｸしておくことにより、「新規登
   録」「変更」を選択した際の初期値
   に、登録済み装飾ﾌｫﾝﾄのﾃﾞｰﾀを適用
   できます。 

(6)ﾁｪｯｸしておくことにより、「新規登
   録」「変更」を選択した際の初期値
   に、登録済みﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄのﾃﾞｰﾀを適
   用できます。 
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図 12-2．「装飾フォントの登録」画面 

(9)登録する装飾ﾌｫﾝﾄ名 
   を設定します。 

(12)ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞを指定
  します。ﾚｼﾞﾃﾞﾝ
  ﾄﾌｫﾝﾄにﾋﾞｯﾄﾏｯ
  ﾌﾟﾌｫﾝﾄを選択し
  た場合は倍率指
  定、ｱｳﾄﾗｲﾝﾌｫﾝﾄ
  を選択した場合
  は幅、高さ指定
  になります。

(13)文字ﾋﾟｯﾁを指定し 
    ます。OCR-A、OCR-B、
    明朝、ｺﾞｼｯｸにたい 
    してはﾌﾟﾛﾎﾟｰｼｮﾅﾙ 
    ﾋﾟｯﾁは指定できま 
    せん。 

(14)回転角度を指定しま
    す。 

(18)ﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄﾌｫﾝﾄにｱｳﾄﾗｲ
  ﾝを選択した時のみ 
  有効にできます。 

(19)連番設定を行います＊）。 
 

(11)装飾情報の有効、無 
    効を設定します。 
    (19)の連番設定のみ 
    利用する際は無効に 
    してください。 

(10)ﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄﾌｫﾝﾄを
  選択します。

(15)白黒反転を指定しま 
    す。 

(16)ﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄﾌｫﾝﾄに
  X23 または X24
  を指定し、倍率
  で幅、高さ共に
  ３倍以上を指
  定した時のみ
  有効にできま
  す。 

(17)ﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄﾌｫﾝﾄに
    ｺﾞｼｯｸまたは明
    朝を選択した時
    のみ有効にでき
    ます。 

(25)登録するﾊﾞｰ 
    ｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄ名 
    を設定しま 
    す。 

(26)ｽﾄﾘﾝｸﾞﾌｫﾝﾄとして登録するか、
    ﾌｧｲﾙﾌｫﾝﾄとして登録するか選 
    択します。ｽﾄﾘﾝｸﾞﾌｫﾝﾄとﾌｧｲﾙﾌ
    ｫﾝﾄの違いはﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀの指 
    定方法にあります。ｽﾄﾘﾝｸﾞﾌｫﾝ
    ﾄの場合、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀは直接ｽ
    ﾄﾘﾝｸﾞﾌｫﾝﾄを利用するｱﾌﾟﾘｹｰｼｮ
    ﾝの書類上に入力してください。
 
  例） 491234512345 
 
  下線部のﾌｫﾝﾄ種をｽﾄﾘﾝｸﾞﾌｫﾝﾄに
  してください。 
 
    ﾌｧｲﾙﾌｫﾝﾄの場合、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ
    は別途作成したﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙに記 
    述し、ﾌｧｲﾙﾌｫﾝﾄを利用するｱﾌﾟ
    ﾘｹｰｼｮﾝの書類上にはそのﾃﾞｰﾀﾌ
    ｧｲﾙの絶対ﾊﾟｽ名を入力してだ 
  さい。 
 
  例） C:\bar.dat 
 
  ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを記述した 
  「＊.dat」というﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙをﾃｷ
  ｽﾄ形式で作成し、下線部のﾌｫﾝﾄ
  種をﾌｧｲﾙﾌｫﾝﾄにしてください。
 
  両ﾌｫﾝﾄともﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄの値は自
  動計算されます。 

(27)登録するﾊﾞｰ 
    ｺｰﾄﾞ種を選 
    択します。 

(28)ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの詳 
    細を設定し 
    ます。ｸﾘｯｸす
    ることによ 
    り図１２－
４に示す画
面が表示さ
れます（この
画面は (27)
で選択した
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種に
依 存 し ま
す）。 

図１２－３．「バーコードフォントの登録」画面 

(29)装飾ﾌｫﾝﾄ同 
    様に連番機 
    能を指定し 
    ます＊）。 
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 ＊）連番設定例 

   図 12-2(19)、図 12-3(29)の連番設定における各項目の内容を以下に示します。 

 

       有効・無効     ：連番設定を有効にするか無効にするか選択します。無効にする際は図 12-2(11) 

                  の装飾情報設定が有効になっている必要があります。 

       16 進ﾓｰﾄﾞ・10 進ﾓｰﾄﾞ：連番の対象を 16 進数とみなすか 10 進数とみなすか設定します。 

       同一発行枚数    ：何枚発行する度に連番させるか設定します。 

       増減値       ：連番毎の加算値または減算値を設定します。 

       連番有効桁数    ：連番させる桁数を設定します。 

       下位無効桁数    ：連番させる最小桁以下の桁数を設定します。 

 

   モード：１６進モード   同一発行枚数：２   増減値：５   連番有効桁数：２   下位無効桁数：３ 

   印字データの初期値：００Ｆ８００１とした場合 

   連番有効桁は図 12-5 に示すようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

   連番動作は図 12-6 に示すようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12-4．「UPC－A 詳細設定」画面 

図 12-3 の(27)「ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種」で選択した 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞに対応した詳細設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示 
されます。以下に登録可能なバーコードの 
種類を示します。 
 
   UPC-A 
   UPC-E 
   JAN-8/EAN-8 
   JAN-13/EAN-13 
   CODE39 
   CODE93 
   CODE128 
      UCC/EAN-128 
   ｲﾝﾀｰﾘﾌﾞﾄﾞ 2of5 
   ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｱﾙ 2of5 
   ﾏﾄﾘｯｸｽ 2of5 
   NW-7 
   ｶｽﾀﾏｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
   QR ｺｰﾄﾞ(ﾓﾃﾞﾙ 1) 
   QR ｺｰﾄﾞ(ﾓﾃﾞﾙ 2) 
   QR ｺｰﾄﾞ(ﾏｲｸﾛ QR) 
   PDF417 
   MAXI ｺｰﾄﾞ 
   ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｯｸｽｺｰﾄﾞ 
      ﾏｲｸﾛ PDF417 

発行枚数 印字データ 
１枚目 ･････････ ００Ｆ８００１ 
２枚目 ･････････ ００Ｆ８００１ 
３枚目 ･････････ ００ＦＤ００１ 
４枚目 ･････････ ００ＦＤ００１ 
５枚目 ･････････ ０００２００１ 
６枚目 ･････････ ０００２００１ 
７枚目 ･････････ ０００７００１ 
８枚目 ･････････ ０００７００１ 

同一発行枚数２ 

図 12-6．連番動作 

０ ０ Ｆ ８ ０ ０ １ 

下位無効桁数 

連番有効桁数 

図 12-5．連番有効桁 
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１３．ダウンロードフォント 
   図 13 に「ダウンロードフォント」画面を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※SR400 シリーズではサブダイアログとなりますが、機能は変わりません。 

 

 

図 13．「ダウンロードフォント」画面 

(2)ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされているﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾌｫﾝ
   とを一覧表示します。ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾌｫ
   ﾝとに関しては「ﾌｫﾝﾄ作成ﾂｰﾙ説明
   書」を参照してください。 

(1)ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞされているﾛｺﾞﾌｫﾝﾄを一覧
   表示します。ﾛｺﾞﾌｫﾝとに関しては「ﾛ
   ｺﾞ作成ﾂｰﾙ説明書」を参照してくだ
   さい。 
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１４．ユーティリティ(SR400 シリーズ以外) 

   図 14 に「ユーティリティ」画面を示します。ここではプロパティの各タブで設定した値をイニ

シャルファイルとして保存したり、保存されたイニシャルファイルを読み込むことにより、各設定

を一括設定することができます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14．「ユーティリティ」画面 

(1)ｲﾆｼｬﾙﾌｧｲﾙとして保存するﾌｧｲﾙの保
   存先を直接指定します。拡張子は 
   「ini」にしてください。 

(2)ﾌｧｲﾙ参照ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを利用して保存先
   を指定します。 

(3)保存先指定後にｸﾘｯｸしてください。

(4)読み込むｲﾆｼｬﾙﾌｧｲﾙを直接指定します。

(5)読み込むｲﾆｼｬﾙﾌｧｲﾙを、ﾌｧｲﾙ参照ﾀﾞｲｱ

   ﾛｸﾞを利用して指定します。 

(6)読み込むｲﾆｼｬﾙﾌｧｲﾙを指定後にｸﾘｯｸ
   してください。 
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１５．プロパティの保存・読みだし 
    SR400 シリーズのみで使用する画面になります。 

  図 15 に「プロパティの保存・読みだし」画面を示します。ここではプロパティの各タブで設定し 

た値をイニシャルファイルとして保存したり、保存されたイニシャルファイルを読み込むことにより、 

各設定を一括設定することができます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15．「プロパティの保存・読みだし」画面 

(1)ｲﾆｼｬﾙﾌｧｲﾙとして保存するﾌｧｲﾙの保
   存先を直接指定します。拡張子は 
   「ini」にしてください。 

(2)ﾌｧｲﾙ参照ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを利用して保存先
   を指定します。 

(3)保存先指定後にｸﾘｯｸしてください。

(4)読み込むｲﾆｼｬﾙﾌｧｲﾙを直接指定します。

(5)読み込むｲﾆｼｬﾙﾌｧｲﾙを、ﾌｧｲﾙ参照ﾀﾞｲｱ

   ﾛｸﾞを利用して指定します。 

(6)読み込むｲﾆｼｬﾙﾌｧｲﾙを指定後にｸﾘｯｸ
   してください。 
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１６．テスト印字 
   図 16 に「テスト印字」画面を示します。ここでは以下の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
  ※SR400 シリーズでは、サブダイアログになりますが基本機能は変わりません。 
 
 

図 16．「テスト印字」画面 

(1)ﾃｽﾄ印字のﾊﾟﾀｰﾝを選択します。 

(2)ｸﾘｯｸするとﾃｽﾄ印字が実行されます。
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１７．言語選択 
 
    SR400 シリーズでのみ使用する画面になります。 

   図 17 に「言語選択」画面を示します。ここでは以下の設定を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 17．「言語選択」画面 

(1)表示する言語を選択します。 
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１８．サトー専用ポートの追加設定手順 
   「印刷先のポート」に「サトー専用ポート」を選択すると、各ポートに対して詳細な設定が可能 
  となります。以下にサトー専用ポートの追加手順と各ポートの設定手順を示します。 
 

 18-1．サトー専用ポートの追加手順 

    図 18-1-1 に「詳細」画面を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)「ポートの追加(T)…」をｸﾘｯｸして 
   ください図 18-1-2 に示すﾀﾞｲｱﾛｸﾞ 
   が表示されます。 

図 18-1-1．「ポート」画面 

図 18-1-2．「ポート追加」ダイアログ 

(2)「SATO MR … Port Monitor」の中から、ご使 
   用になる接続先ﾃﾞﾊﾞｲｽに対応したものを選択し
   「新しいﾎﾟｰﾄ(P)…」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。
   図 18-1-3～図 18-1-5 に示すように、追加するﾎﾟ
   ｰﾄに対応したﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。 
 

接続先ﾃﾞﾊﾞｲｽが COM ﾎﾟｰﾄのとき選択してください。 

接続先ﾃﾞﾊﾞｲｽが TCP/IP ﾎﾟｰﾄのとき選択してください。

接続先ﾃﾞﾊﾞｲｽが LPT ﾎﾟｰﾄのとき選択してください。 
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    ①シリアル（ＳＡＴＯ ＭＲ ＣＯＭ）ポート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ②ＩＥＥＥ１２８４（ＳＡＴＯ ＭＲ ＬＰＴ）ポート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ③ＬＡＮ（ＳＡＴＯ ＭＲ ＴＣＰ／ＩＰ）ポート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ※ポート名は、他機種で使用していないポート名を指定する必要があります。 
   同じポート名を使用した場合には、他機種のポートが選択される場合があります。 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 18-1-3．「ＳＡＴＯ ＣＯＭポートの追加」ダイアログ 

(4)接続先のﾎﾟｰﾄ名を設定 
   してください。 

(5)出力するﾃﾞﾊﾞｲｽを選択 
   してください。 

 
図 18-1-4．「ＳＡＴＯ ＬＰＴポートの追加」ダイアログ 

(4)接続先のﾎﾟｰﾄ名を設定 
   してください。 

(5)出力するﾃﾞﾊﾞｲｽを選択 
   してください。 

 

(4)接続先のﾎﾟｰﾄ名を設定 
   してください。 

(5)ﾌﾟﾘﾝﾀに設定されている 
   IP ｱﾄﾞﾚｽを入力してくだ
   さい。IP ｱﾄﾞﾚｽの設定方
   法に関しては「ﾈｯﾄﾜｰｸﾕ 
   ｰﾃｨﾘﾃｨ説明書」の 3-2 を
参照してください。 

   ﾌﾟﾘﾝﾀの IP ｱﾄﾞﾚｽがわか 
   らない場合は(6)の「ｻｰ 
   ﾊﾞ検索」を利用してくだ
   さい。 

(6)ﾈｯﾄﾜｰｸに接続されてい
   るﾌﾟﾘﾝﾀの IP ｱﾄﾞﾚｽを検
   索し、「IP ｱﾄﾞﾚｽ」ﾘｽﾄ 
   に追加します。検索さ
   れなかった場合は図 18-
   1-5(b)に示すﾀﾞｲｱﾛｸﾞが
   表示されますので指示
   に従ってください。 

 

(7)ｻｰﾊﾞ検索時間を調節しま
す。(6)において、ﾈｯﾄﾜｰｸ
にﾌﾟﾘﾝﾀが接続されている
にもかかわらず IP ｱﾄﾞﾚｽ 
が検索できない場合は、 
時間を長めに調節してみ 
てください。 

 

(a) 

 
(b) 

図 18-1-5．「ＳＡＴＯ ＬＡＮポートの追加」ダイアログ 
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 18-2．サトー専用ポート設定手順 

    図 18-2-1 に「ポート」画面を示します。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

(1)設定を行うｻﾄｰ専用ﾎﾟｰﾄを選択して

   ください。 

(2)「ﾎﾟｰﾄの構成(C)」をｸﾘｯｸしてくだ

さい。。 

   図 18-2-2～図 18-2-4 に示すように

   (1)で選択したﾎﾟｰﾄに対応したﾀﾞｲｱﾛ

   ｸﾞが表示されます。 

図 18-2-1．「ポート」画面 
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    ①シリアル（ＳＡＴＯ ＭＲ ＣＯＭ）ポート 

     図 18-2-2 に「ＳＡＴＯ ＣＯＭポートの設定」ダイアログを示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図 18-2-2．「ＳＡＴＯ ＣＯＭポートの設定」ダイアログ 

(2)ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ数を選択します＊）。 

(1)ﾎﾞｰﾚｰﾄを選択します＊）。 

(8)送受信間隔ﾀｲﾑ検出 
   ﾌﾟﾘﾝﾀの電源を立ち上げた状態で「送受信 
   間隔ﾀｲﾑ検出」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、ﾌﾟﾘﾝﾀ 
   との送受信に対するﾀｲﾑｱｳﾄ値を適正な値 
   にします。適正なﾀｲﾑｱｳﾄ値を検出したと 
   きは、図 18－2－2(b)に示すﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表 
   示されます。適正な値にすることで、ﾌﾟﾘ 
   ﾝﾀとの双方向通信応答速度が向上します。
   ﾌﾟﾘﾝﾀの電源が切れているとき、接続ｲﾝﾀﾌ 
   ｪｰｽ設定が間違っているとき、ｲﾝﾀﾌｪｰｽｹｰ 
   ﾌﾞﾙが接続されていないときは、送受信間 
   隔ﾀｲﾑ検出はできません（図 18－2－2(c) 
   に示すﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます）。 

 

(4)ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄを選択します＊）。 

(3)ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄを選択します＊）。 

(5)ﾌﾛｰ制御を選択します＊）。 

(6)設定を初期値にします。 

     ﾎﾞｰﾚｰﾄ   ：19200    ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ ：8 

     ﾊﾟﾘﾃｨ    ：なし     ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ：1 

     ﾌﾛｰ制御  ：なし 

 

 

（ａ） 

（ｂ） 

（ｃ） 

＊）(1)～(5)の設定値はﾌﾟﾘﾝﾀ側の設定値と

等しくしてください。ﾌﾟﾘﾝﾀ側の設定は

シリアルインタフェースボードのディッ

プスイッチにて行います。 

(7)ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ用送受信間隔ﾀｲﾑｱｳﾄを設定する 

 時にﾁｪｯｸしてください。これはﾌｫﾝﾄ作成 

 ﾂｰﾙ、ﾛｺﾞ作成ﾂｰﾙを使用して、ﾌｫﾝﾄ、ﾛｺﾞ 

 をﾌﾟﾘﾝﾀにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする時に、ﾌﾟﾘﾝﾀとの 

 ｽﾃｰﾀｽを確実に行うための指定です。ﾁｪｯｸ

 することにより、「ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ用送受信間隔

 ﾀｲﾑ」のみが入力可能な状態になります。

 「ﾌｫﾝﾄ作成ﾂｰﾙ」「ﾛｺﾞ作成ﾂｰﾙ」に関して 

 は「ﾌｫﾝﾄ作成ﾂｰﾙ説明書」「ﾛｺﾞ作成ﾂｰﾙ説 

 明書」を参照してください。 
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    ②ＩＥＥＥ１２８４（ＳＡＴＯ ＭＲ ＬＰＴ）ポート 

     図 18-2-3 に「ＳＡＴＯ ＬＰＴポートの設定」ダイアログを示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1)ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ用送受信間隔ﾀｲﾑｱｳﾄを設定する時にﾁｪｯｸ 

   してください。これはﾌｫﾝﾄ作成ﾂｰﾙ、ﾛｺﾞ作成ﾂｰﾙを 

   使用して、ﾌｫﾝﾄ、ﾛｺﾞをﾌﾟﾘﾝﾀにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞする時に、

   ﾌﾟﾘﾝﾀとのｽﾃｰﾀｽを確実に行うための指定です。ﾁｪｯ 

   ｸすることにより、「ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ用送受信間隔ﾀｲﾑ」の 

   みが入力可能な状態になります。「ﾌｫﾝﾄ作成ﾂｰﾙ」 

   「ﾛｺﾞ作成ﾂｰﾙ」に関しては「ﾌｫﾝﾄ作成ﾂｰﾙ説明書」 

   「ﾛｺﾞ作成ﾂｰﾙ説明書」を参照してください。 

(2)ﾌﾟﾘﾝﾀの電源を立ち上げた状態で、「適正ﾀｲﾑｱｳﾄ値検 

   出」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、ﾌﾟﾘﾝﾀとの送受信に対するﾀ 

   ｲﾑｱｳﾄ値を適正な値にします。適正な値にすること 

   で、ﾌﾟﾘﾝﾀとの双方向通信応答速度が向上します。適 

   正なﾀｲﾑｱｳﾄ値を検出したときは、図 18－2－3(b)に 

   示すﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。ﾌﾟﾘﾝﾀの電源が切れて 

   いるとき、接続ｲﾝﾀﾌｪｰｽが違っているとき、ｲﾝﾀﾌｪｰｽ 

   ｹｰﾌﾞﾙが接続されていないときは、適正ﾀｲﾑｱｳﾄ値検出 

   はできません（図 18－2－3(c)に示すﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示 

   されます）。 

（ａ） 

 

（ｂ） 
 

（ｃ） 

図 18-2-3．「ＳＡＴＯ ＬＰＴポートの設定」ダイアログ
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    ③ＬＡＮ（ＳＡＴＯ ＭＲ ＬＡＮ ＴＣＰ／ＩＰ）ポート 
     図 18-2-4 に「ＳＡＴＯ ＬＡＮポートの設定」ダイアログを示します。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※SR400 シリーズは、使用するプロトコルが異なるため ENQ 応答のチェックボックスはありません。 
  ※WAN 環境で使用する場合には、送受信タイムアウト値が初期値の 20 秒では足りない場合があり 
   ます。その際には、タイムアウト値を伸ばしてください。 

 

(3)ｻｰﾊﾞ検索時間を調節します。(2)において、ﾈｯﾄﾜｰ

   ｸにﾌﾟﾘﾝﾀが接続されいるのにもかかわらずIP ｱﾄﾞ

   ﾚｽが検索されなかった場合は、時間を長めに調節

   してみてください。 

 

(2)ﾈｯﾄﾜｰｸに接続されているﾌﾟﾘﾝﾀの IP ｱﾄﾞﾚｽを検索

   し、「IP ｱﾄﾞﾚｽ」ﾘｽﾄに追加します。検索されなか

   った場合は図 18-2-4(b)に示すﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示さ

   れますので指示に従ってください。 

(1)ﾈｯﾄﾜｰｸに接続されているﾌﾟﾘﾝﾀの IP ｱﾄﾞﾚｽを入力

   してください。IP ｱﾄﾞﾚｽの設定方法に関しては「ﾈ

   ｯﾄﾜｰｸﾕｰﾃｨﾘﾃｨ説明書」を参照してください。 

   ﾌﾟﾘﾝﾀに設定されている IP ｱﾄﾞﾚｽがわからない場

   合は(2)の「ｻｰﾊﾞ検索」を利用してください。 

図 18-2-4．「ＳＡＴＯ ＬＡＮポートの設定」ダイアログ 

（ａ） 

 
（ｂ） 

(4)送受信のﾀｲﾑｱｳﾄ値を設定します。 

   ﾌﾟﾘﾝﾄｻｰﾊﾞにﾃﾞｰﾀ送信時、失敗した場合ﾀｲﾑｱｳﾄ値

   まで送信を繰返します。 

(5)ﾌﾟﾘﾝﾄｻｰﾊﾞへの接続時のﾀｲﾑｱｳﾄ値を設定します。

(6)ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ用送受信間隔ﾀｲﾑｱｳﾄを設定する 

   時にﾁｪｯｸしてください。これはﾌｫﾝﾄ作成ﾂｰﾙ、ﾛｺﾞ

   作成ﾂｰﾙを使用して、ﾌｫﾝﾄ、ﾛｺﾞをﾌﾟﾘﾝﾀにﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

   する時に、ﾌﾟﾘﾝﾀとのｽﾃｰﾀｽを確実に行うための指

   定です。ﾁｪｯｸすることにより、「ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ用送受

   信間隔ﾀｲﾑ」のみが入力可能な状態になります。

   「ﾌｫﾝﾄ作成ﾂｰﾙ」「ﾛｺﾞ作成ﾂｰﾙ」に関しては「ﾌｫﾝﾄ

   作成ﾂｰﾙ説明書」「ﾛｺﾞ作成ﾂｰﾙ説明書」を参照して

   ください。 

(7)ｽﾃｰﾀｽﾁｪｯｸを ENQ 応答にする場合にﾁｪｯｸします。
なお、ﾌﾟﾘﾝﾀ側の設定は、必ず同じにしてください。
異なる設定の場合には、正常動作しません。 
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